
 

 

 

 

 

 

 

編集発行：社会福祉法人 渋谷区社会福祉協議会 地域生活支援センター さわやかるーむ

〒151-0053 渋谷区代々木1-20-8 ℡03-3299-0100  

「さわやかるーむ」 きまぐれ通信ブログ版 http:// shibuyasawayakaroom.seesaa.net/ 

   

 さわやかるーむは、下記のとおり運営しております。 

運営時間等 

開所日 火曜日～土曜日 

電話・面接相談 火・水・木・金・土曜日の１０時～１８時 

オープンスペース利用 
火・水・金・土曜日の１３時～１８時 ※木曜日は利用できません 

※昼食会のある第４土曜日は、11時からの開所となります。 

休日 日・月曜日、祝祭日、年末年始    

 

 さわやかるーむの平成２８年度の事業報告をいたします。 

【登録者】 １２１人 【年間利用者数】 ７，１７１人 【日平均利用者】 ２９人 

  

【相談支援事業】                                       （件） 

電話問い合わせ １，０４６ 通信 ２ 

パソコン利用 ２８６ 訪問 ６５ 

電話相談 ２，５２３ 同行 ４ 

面接相談 １１７ 関係機関連絡・調整 ６７６ 

来所相談 １１４ その他 ５４ 
 
 
 
 
 

【地域活動支援センター事業】 

(１)創作的活動・生産活動の機会の提供、社会との交流促進 

プログラム 回数 (回) 参加者 (人) 

① ポパイの会(ピア活動) １２ ５８ 

② 金曜 JOY倶楽部 ２４ ９９ 

③ Ｌｅｔ’ｓパソコン ３５ １０４ 

④ 健康づくり ２４ ５６ 

⑤ 昼食会 ※７月は夏祭り、２月はおもちつきを行いました １２ １９９ 

⑥ さわやかたいむ １２ ６５ 

⑦ しぶや Life １２ ４２ 

⑧ アートな会 １２ ５０ 

⑨ 夕食会 １２ １１１ 

⑩ ゆったりアワー ３６ １０７ 
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相談内容は、不安の解消・情緒安定が多く、次いで福祉サービスの利用等となっています。 
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 (２)医療・福祉および地域の社会基盤との連携強化のための調整 

・関係イベント参加(せせらぎ祭り，千駄ヶ谷祭り，くみんの広場等) 

・会議の参加 

 

(３)地域住民ボランティアの育成 

・ボランティア受け入れ 延４４人 

 

(４)障害に対する理解促進を図るための普及啓発事業の実施 

・精神保健福祉ボランティア講座 １回開催  延  ２６人参加 

・センター便り（きまぐれ通信）発行 毎月  ・機関紙（さわやかるーむ通信）発行 年１回 

・見学者の受け入れ 

 

(５)居場所の提供 

・オープンスペース 延１，２５３人     月平均 １０４人 
 

【指定特定相談支援事業】  

サービス等利用計画が必要な人には契約で相談支援を実施   契約人数   １２７人 

・サービス等利用計画の作成 

（１） サービス利用支援      ８１件 

（２） 継続サービス利用支援   １８８件 

 

【指定一般相談支援事業】 

長期入院者への退院支援及び退院後の常時の連絡体制確保、緊急時の支援 

・地域移行・地域定着支援 

（１） 地域移行支援 ０件  （２）地域定着支援 ０件 

※昨年度は利用のご依頼がありませんでした。 
 

さわやかるーむのスタッフより 

  

 

 

     

  

 

 

   

 

 

  

 

  

 

 さわやかるーむに来てからあっという間

に２年が過ぎました。これからもプログラ

ムやその他色々でご迷惑をおかけすること

もあるかと思いますが、今後ともよろしく

お願いします。 

 今年度から週３日勤務で主にプログラムなど

の活動することを中心に担当させていただいて

おります。たくさんの方にプログラムに参加し

ていただけるよう皆様のご意見を様々な形で取

り入れていきたいと思います。 
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  今年度からピア活動を中心に担当をしてお

ります。さわやかるーむがあって良かったなと

思っていただけるよう、皆さまと一緒に心地良

い空間を作っていきたいと思っておりますの

で、どうぞよろしくお願いいたします。 

 早いものでさわやかるーむに来て半年ほど

時間が経過しました。まだまだ仕事は覚える

ことが多く利用者の皆さんに名前を憶えて

もらえているか疑わしいですが（笑）これ

からも前向きに励んで行きたいと思います。 H 

 さわやかるーむが、障害のある方もそうでな

い方もフラットに集える場、利用者の皆さんが

より主体的に活動できる場になれば良いと願っ

ています。様々な方々とのかかわりを通し、我々

スタッフも成長してゆきたいと思います。 
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